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　【目的】葉酸は、プリン、ピリミジン、アミノ酸などの生合成に関与しており、ＤＮＡ合
成や細胞増殖に必須のビタミンである。しかしながら、葉酸は誘導体の種類が多く、かつ
不安定であるため、定量が困難で、生体内での機能は十分に明らかにされていない。葉酸
は、古くから抗貧血因子として知られているが、生体内では還元型であるテトラヒドロ葉
酸（ＴＨＦ）あるいはその誘導体として存在していることから、抗酸化物質として作用し
ている可能性が考えられる。そこで今回、生体内での葉酸の機能をより明らかにす惑ため、

葉酸欠乏ラットを用い、その欠乏過程におけるグルタチオン量の変化を検討した。
　【方法】離乳直後のラットを２群に分け、欠乏食（葉酸フリー）および対照食（葉酸8mg/kg
diet）をそれぞれ自由摂取させ、一定期間飼育後、血液と肝臓を採取した。全血を用いて
ヘモグロビン濃度とヘマトクリット値を測定した。肝臓より還元条件下で抽出した葉酸誘
導体は、ＨＰＬＣにて分離、電気化学的に検出し、特異的に定量した。グルタチオン量は、
酵素法により定量した。
　【結果】欠乏食群のラットでは、５週目より体重が急激に減少した。血液のヘモグロビン
濃度とヘマトクリット値も同様に、５週目より急激に減少し、貧血の臨床症状が認められ
た。肝臓中の各葉酸誘導体（THF, 5－メチルーTHF, 5－ホルミルーＴＨＦ）は、
それぞれ２週目より有意に減少した。肝臓中のグルタチオン量を定量した結果、欠乏食開
始５週目、6週目において対照食群に対して有意に減少し、葉酸欠乏によって生体内の酸
化が九進している可能性が示唆された。

I Hp-10　　ラットの妊娠期のエネルギー制限が母子に及ぼす影響

　　　　　　○川原尚子　潭入典子　出川洋子水上戴子

　　　　　　　　（奈良女大）

　【目的】妊娠期の過剰な体重増加を防止することは肥満に伴う様々な妊娠合併症による弊

害を少なくし、出産以後の肥満を防ぐ上で重要である。妊娠時のエネルギー付加量を少な

くして体重増加量を抑えた妊娠、分娩は可能であるか、どの程度のエネルギー制限であれ

ば母子に支障をきたさないかを検討した。

　【方法】12週齢Wistar系ラットを4群に分け、カゼイン20％食を自由摂取（C:対照群）、

Ｃ群の摂取エネルギーの15％制限食（R15）、30％制限食（R30）、50％制限食（R50）

を妊娠期に各群に投与した。分娩後、出生子数と子の生死を確認し、体重及び臓器重量を

計測、脳、肝臓、カーカス中のタンパク質量、核酸量を定量した。

　【結果】全ての群で妊娠維持、分娩は可能であったが、母ラットの体重増加量はR30群、

R50群がＣ群、R15群に比べ有意に少なかった。分娩直後の体重と妊娠初体重の差で表わ

す母体への蓄積量はＣ群に比べ制限群は段階的に少なく、R50群ではマイナスの値を示し

た。胎子、胎盤等重量に顕著な差がみられず、母体への蓄積よりも胎子の発育が優先され

たと考えられる。新生子について、R15群はＣ群との間に発育の差が特にみられなかった

のに対し、R30群では肺の重量と肝臓中の総タンパク質量、総ＤＮＡ量がＣ群、R15群より

有意に低く発育の遅れが少しみられた。 R50群では体重、臓器重量や、肝臓中、カーカス

中のタンパク質量、核酸量が他の群より有意に少なく、母子共にエネルギー制限による影

響が大きいことが認められた。
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